
令和８年１１月 ５日（木）
TKP品川カンファレンスセンター ミーティングルーム10F

大田労働基準監督署
道路貨物運送業における働き方改革関連法にかかる説明会
(トラック事業者のための労務管理セミナー)

東京働き方改革推進支援センター

道路貨物運送業の時間外労働の上限規制への対応について

～取組み事例や助成金のご紹介～
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はじめに

・道路貨物運送業(トラック業) の時間外労働の上限規制
は2024年4月から本実施となり、約2年半が経過した

・本日は、引き続き自社の働き方改革の課題に取組む
事業者の皆様方の参考となる「他社の取組み事例」
や「助成金」等の情報を中心にご紹介

本日の内容

はじめに

Ⅰ トラック業の働き方改革の背景

Ⅱ 時間外労働の上限規制に係る取組み事例

Ⅲ 人手不足の対応

Ⅳ 助成金の活用

おわりに
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Ⅰトラック業の働き方改革の背景

トラック業の現状

3

長時間労働、低賃金、人手不足、高齢化

資料出所:国土交通省物流･自動車局物流政策課 令和8年7月ﾄﾗｯｸ運送業をとりまく現状及び最近の取り組み
厚生労働省令和7年度「過労死等の労災補償状況」表1-2 業務災害に係る脳･心臓疾患の業種別請求、決定及び支給決定件数 参考

脳・心臓疾患による労災請求件数、支給決定件数は全業種でワースト1 労働時間は長いが年間賃金は低水準

求人難深刻化

若年層割合低い



・産業別でも、「運輸業・郵便業」は、正社員等労働者の人手不足感は高位で推移している

・産業別正社員等労働者過不足状況及び正社員等労働者過不足判断D.I.

Ⅰトラック業の働き方改革の背景

人手不足感

資料出所 :厚生労働省 労働経済動向調査(令和8年5月)の概況 表3 産業別正社員等労働者過不足状況及び正社員等労働者過不足判断D.I. 参考 4

ポイントは低下したが
他産業よりも不足感が強い
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Ⅱ 時間外労働の上限規制に係る取組み事例

トラック業の取組事例1

労務管理の適正化と働きやすさで、より安全で効率的な運行を実現

・時間外労働の上限規制も見据えて労働時間管理等の改善を実施

・安心して休めるように年次有給休暇制度や給与体系を見直し

働き方改革のポイント

・業務の実情に合わせた変形労働時間制の採用 →1か月単位の変形労働時間制導入

・正確な労働時間管理ができる体制の構築 →勤怠管理・給与システムの導入

・働きやすい会社を目指した規程の見直し →入社時から年休付与、給与体系を

手当中心から基本給中心へ

↓

以前よりも休息時間や休みも取りやすくなり働きやすくなった

・労働時間のシフトが1ヵ月に変わり、以前より休息時間や休みも取りやすくなり、

自分の中で運行を考えて業務を遂行できるようになった

・子供の運動会など、年次有給休暇を取りやすい職場環境となりありがたい

・今までの運送会社の中でこの職場が一番働きやすい

資料出所 :厚生労働省 私たちの会社の働き方改革取組み事例集 参考 6

労務管理の改善

従業員の声



新卒採用をきっかけに働きやすい環境の整備を推進

・慢性的な人手不足と高齢化への対応

・長時間労働の解消と生産性の向上

働き方改革のポイント

・新卒採用と定年延長で雇用を確保 →高卒運転者を含めた新卒採用の強化と、

定年年齢を60歳→65歳へ引き上げ

・年次有給休暇取得の奨励 →･スケジュールをオープン化して、年休を取得しや

                                                   すくした

･子育て世代が学校行事に参加できるようにした

・残業しないための意識付け →残業の事前申請やスマホアプリによる連携業務の

                                                     効率化により残業の削減に成功

↓

マルチタスクが解消され、スポーツジムに通えるゆとりも

・事務職を含め新人が増えたことで、1人で抱えていたマルチタスクが解消されて

    非常に働きやすくなった

・以前よりも帰宅時間が早まり、スポーツジムに通うゆとりもできた

・このゆとりを生かし、後輩の指導や自分の成長につなげたい

Ⅱ 時間外労働の上限規制に係る取組み事例

トラック業の取組事例2

資料出所 :厚生労働省 私たちの会社の働き方改革取組み事例集 参考
7

人材の確保

従業員の声



Ⅱ 時間外労働の上限規制に係る取組み事例

トラック業の取組事例3

業務のデジタル化により残業時間を削減

・セーフティレコーダー(SR)を導入し業務を可視化

・デジタル化で無駄を削減、イベント企画で交流を図る

働き方改革のポイント

・業務の可視化 →全車にSRを設置し長時間労働の原因判明。荷主等

                                 の協力で残業削減

・デジタル化を推進 →日報のデジタル化、リモート会議等で業務

                                       を効率化

・従業員同士の交流を図る向上委員会を設置して、運転者の孤立を

防ぎ従業員同士の交流が深まり人材の定着につながる

↓

成果がすぐに表れるデジタル化の仕事はやりがいあり

・デジタル化によって、いかにムダをなくすかを常に考えるよう

   になった

・デジタコの導入で運行日報の自動化、勤怠管理が容易に

・作業時間が短縮し、事務職の残業も削減

資料出所 :厚生労働省 私たちの会社の働き方改革取組み事例集 参考
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DX推進

従業員の声



Ⅱ 時間外労働の上限規制に係る取組み事例

トラック業の取組事例4

業務マニュアルの作成で業務の効率化と年次有給休暇の取得率向上

・配送ルートの標準化

・コミュニケーションを深めるユニークなチーム制

働き方改革のポイント

・業務マニュアルの作成 →配送の動画マニュアルで新人教育や習熟時間を短縮、

業務の標準化・効率化

・各々の得意分野の強みを活かした人、車、モノ等のチーム制の導入

→個人の持つ能力を引き出しコミュニケーションを深め

                                               た、社員の定着化

・ICTシステムの導入 →デジタルドライブレコーダーで運行状況、日報、

安全運転が把握しやすく、作業時間も可視化できた

↓

コミュニケーションが活発化、健康面もフォロー

・皆でひとつの仕事をやろうという仲間意識が強くなった

・年次有給休暇の取得しやすくなり小さな子供がいる家庭は助かる

・会社で実施する脳ドック健診で、更に安心・安全で働きやすい環境になった

資料出所 :厚生労働省 私たちの会社の働き方改革取組み事例集 参考
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業務のマニュアル化

従業員の声



Ⅱ 時間外労働の上限規制に係る取組み事例

トラック業の取組事例5

業界の当たり前を見直し働き方を選ぶ仕組みをつくる

・リレー輸送とシャトル便の確立で、法規制と働き方改革を両立

・業界の壁を破る週休2日制を導入

働き方改革のポイント

・2つの輸配送方式を確立 →運転者がどちらか働き方を選べるよう

にして定着率アップ

・年間休日が95日から119日へ →事務職は土日休み、運転者職もシフト

を活用して週休2日制を導入

・全社員の日報提出を義務化 →従業員の業務の把握に繋がり、業務の

                                                        割り振りやシフト決めに役立てた

↓

週休二日制に向けた就業規則の改定

・自身を含め社員が安心して長く働き続けられる環境をつくった

・隔週土曜出勤から週休2日制になり、プライベートな時間がとれ、充実

した休日が過ごせる

資料出所 :厚生労働省 私たちの会社の働き方改革取組み事例集 参考 10

働き方の選択

従業員の声



Ⅱ 時間外労働の上限規制に係る取組み事例

トラック業の取組事例6

運転者の給与を歩合給から時間給制へ多様な就業形態で女性にも活躍の場を

・歩合給制から時間給制へ完全移行

・従業員に寄り添った働き方を推進

働き方改革のポイント

・歩合給を時間給へ完全移行 →労働時間の管理がしやすく、残業削減、

年次有給休暇の取得率もアップ

・公平な人事査定を実現 →独自の勤怠管理システムを構築し評価基準の

                                               公平化で従業員の勤労意欲の向上を促進

・就業形態の多様化 →従業員のライフスタイルに合わせ、就業形態を選択

できるように設定し、働きやすい環境を構築

↓

ITを活用して業務を数値化時間給の移行にも役立つ

・デジタルタコメータなどから蓄積されるデータをもとに業務を数値化

・管理部が中心となり独自の勤怠管理システムを構築

・評価基準が公平になり従業員のモチベーションもアップ

資料出所 :厚生労働省 私たちの会社の働き方改革取組み事例集 参考 11

給与・就業形態改善

従業員の声
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Ⅲ 人手不足への対応

採用活動

求人に当たり、どのような人材を求めているか、「求める人材像」を明確化し、
自社の魅力(処遇、仕事のやりがい、どのように成長できるか等)を整理して発信、
有効な求人広告を出す等

見学会、合同就職説明会、インターンシップの実施
・社員から直接参加者に働きかけられる 生の声で参加者の志望動機を高められやすい

リファラル採用
・自社員から、自社に推薦できる友人･知人等を紹介してもらう
求人経費も低額に抑制可能

採用ターゲットの幅を拡げて積極採用
・新卒高校生、女性運転者の採用、ダイバーシティによる職場の活性化も期待
ただし、責任を持って人材を一人前に育てる教育体制やキャリアパスの構築も必要

・退職自衛官の再就職受入れ 大型免許保有者も少なくない
全日本トラック協会経営改善事業部や東京都トラック協会で問合せ受付

外国人トラック運転者の採用
・特定技能制度で特定技能1号(自動車運送業分野)として外国人運転者を受入れ

・特定技能評価試験・日本語能力試験で一定の技能・能力と、運転免許取得等が必要

・受入れ会社側でも安全性優良事業所の認証、在留資格の確認、外国人雇用状況の
届出など適正な手続が必要だが、深刻化する人手不足対策の有効な選択肢となる
※特定技能制度の詳細は出入国在留管理庁ホームページでご確認ください

資料出所 :国土交通省HP 自動車運送業分野における特定技能外国人の受入れについて 参考 13

・トラック業の人手不足は深刻。それが社員の長時間労働の常態化、健康リスク
上昇、生産性低下、モチベーション低下等様々な悪影響となって現れてくる

・人手不足対策の参考として、「採用活動」、「定着促進」、「負担軽減」、
「社員の育成」の面から対策例をご紹介



Ⅲ 人手不足の対応

定着促進

良好な組織風土の醸成と従業員エンゲージメントを高め、人が辞めない職場づくり

人事制度見直し
・定年年齢の引き上げ、定年制の廃止、70歳までの雇用確保、育児･介護と仕事と
の両立支援の整備、短時間正社員制度などの多様で柔軟な働き方の導入

休日の確実な消化
・家族との時間や個人の時間等、プライベートの時間をとれるよう、確実な
休日の確保

安心･安全な職場環境づくり
・ハラスメントのない心理的安全性が確保された職場づくり

・カスタマーハラスメント対策の整備

従業員とのコミュニケーション
・上司のコミュニケーション力向上(傾聴、ポジティブ
フィードバック、1on1ミーティング等の研修と実践)

・満足度調査を実施して従業員の意識を把握し、

不満の解消や定着に繋がる施策を実施

仕事の評価
・無事故や安全運転に対する表彰制度、人事評価制度
を導入し   て仕事ぶりを評価し賃金や処遇などに反映
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ポジティブフィードバック

相手の言動から良い部分やうまくいっ
た行動・結果について、具体的に言葉
で伝える手法。相手のモチベーション
を高めたいときに有効

1on1ミーティング

部下の成長促進等を目的として、定期
的に部下と上司が1対1で行う対話形式

の面談。業務の進捗や現在抱えている
課題、キャリア相談、日常の健康状態、
プライベートな話題など部下の多岐に
わたる意見や悩みに上司が耳を傾ける



Ⅲ 人手不足の対応

負担軽減

仕事の仕組みの改善やICTの活用を推進する。初期投資やシステムに慣れる時間が

必要だが、従業員の負担を軽減し中長期的には業務効率化や人件費削減が期待できる

業務効率化の推進

・業務フローを可視化し、仕事の工数や経費のムリ、ムダ、ムラを洗い出して仕事

    の方法を見直したり、その仕事自体をやめてみる。例えば管理部門等を中心に

    して全社的に取組む

・泊り勤務を減らして身体の負担を軽減し業務対応可能な人材を増やす

業務のタスクシフト

・整備士の雇用して運転者の車両整備業務の負担を軽減

取引先の協力

・荷積み・荷下ろし作業を荷主側で対応するように交渉

・運送の対価の「運賃」と荷役作業の対価の「料金」とを分けて書面で契約

・荷主と協力して荷待ち時間・荷役時間の削減や作業の効率化を行いトラック運転

    者の拘束時間を削減

ICT・AIの活用

・デジタルタコグラフ、運行管理システム、働き方改革のルールに対応できる適切

   な勤怠管理システム等の導入・活用等

・AIによる運行ルート設定によりルートを最適化、燃料費の削減と排出量の低減等
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Ⅲ 人手不足の対応

社員の育成

社員のひとり一人の能力を高め、労働生産性を向上させる

教育研修制度の整備
・社員のリスキリング・学び直し(デジタルスキル等の習得) 

・若年社員の社会人マナー・仕事の基本
研修(基礎教育)

・プロドライバーとしてのスキルアップ研修
(安心安全かつスキルの高い人材の育成)

・育成プログラムの策定 OJT制度、
メンター制度を導入し、安心して
仕事を身につけられる環境を整備等

関連資格の取得奨励
・危険物取扱者、大型牽引免許、運行管理、物流経営士、
マネジメント等の資格や能力の取得・習得支援

若年採用者の運転者としての育成
・高校新卒採用者の各種運転免許取得を支援
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OJT制度(On the Job Training)

経験の浅い社員に対して、現場の上司や
先輩が、日常業務を通じて仕事に必要な
知識やスキルの習得を支援する育成制度

メンター制度(mentoring)

経験の浅い社員に対して、他部署の経験
や知識が豊富な先輩等が、キャリア形成
やメンタル面などの相談に乗り、対話や
助言を通じて、個人の成長を継続的に支
援する育成制度
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働き方改革を推進する事業主に対する経済的な支援もあります

Ⅳ 助成金の活用

働き方改革関連の主な助成金(厚労省関連)

助成金等 対 象 問合せ先

  1.働き方改革推進支援助成金
   1)業種別課題対応コース(運送業等) 中小企業事業主 ・働き方改革推進支援センター

TEL0120-232-865

・東京労働局
雇用環境・均等部

TEL03-6893-1100

   2)労働時間短縮･年休促進支援コース 〃

   3)勤務間インターバル導入コース 〃

2.キャリアアップ助成金
・中小企業事業主
・大企業事業主

･ハローワーク助成金事務センター
TEL03-5320-4441

  ･都内各ハローワーク

3.両立支援助成金 中小企業事業主
  (一部中小以外も可)

･東京労働局雇用環境・均等部

TEL03-6893-1100

4.業務改善助成金 中小企業事業主
･業務改善助成金コールセンター

TEL0120-366-440

5.その他の助成金
   1)人材確保等支援助成金

中小建設企業事業主
  (一部中小以外も可)

･ハローワーク助成金事務センター
新宿分室 TEL03-5990-6116

2)人材開発支援助成金 〃
･ハローワーク助成金事務センター

TEL03-5332-6927

18

賃上げ、労働条件整備、設備・機器導入
等による働き方改革関連等の助成金

参考 9月30日終了

参考11月30日〆切



Ⅳ 助成金の活用 1.働き方改革推進支援助成金

1)業種別課題対応コース(運送業)1

19

※

資料出所 :厚生労働省HP 令和8年度働き方改革推進支援助成金業種別課題対応ｺｰｽ(運送業)のご案内 参考

運送業



成果目標と取組

→

Ⅳ 助成金の活用 1.働き方改革推進支援助成金

1)業種別課題対応コース(運送業)2

20

・働き方改革につながる成果目標を設定
して、取組を実施し、労働時間を削減

資料出所 :厚生労働省HP 令和8年度働き方改革推進支援助成金業種別課題対応ｺｰｽ(運送業)のご案内 参考



21

→③年休の計画的付与の導入
④時間単位年休･特別休暇の導入

→⑤ 10H以上の勤務間ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙの導入

→⑥4週における所定休日増

Ⅳ 助成金の活用 1.働き方改革推進支援助成金

1)業種別課題対応コース(運送業)3

一定の賃上げと割増賃金率の引き上げには加算あり

資料出所 :厚生労働省HP 令和8年度働き方改革推進支援助成金業種別課題対応ｺｰｽ(運送業)のご案内 参考



22
資料出所 :厚生労働省HP 働き方改革推進支援助成金申請ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ

Ⅳ 助成金の活用 1.働き方改革推進支援助成金

スケジュール

・この流れは、働き方改革推進支援助成
金の他の各コース共通です

・交付申請から改善事業を実施し、交付
額の確定に至るまで、過去の実績では
平均的に５～６ヶ月程度かかっていま
す（※個別企業向けコース）

・それぞれの手続の期限を事前によく
たしかめて、計画的に申請しましょう



Ⅳ 助成金の活用 1.働き方改革推進支援助成金

2)労働時間短縮･年休促進支援コース1

23

資料出所 :厚生労働省HP令和8年度「働き方改革推進支援助成金｣労働時間
短縮･年休促進支援ｺｰｽのご案内 参考

運送業



成果目標と取組

→

24資料出所 :厚生労働省HP令和8年度「働き方改革推進支援助成金｣労働時間短縮･年休促進支援ｺｰｽのご案内 参考

Ⅳ 助成金の活用 1.働き方改革推進支援助成金

2)労働時間短縮･年休促進支援コース2
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資料出所 :厚生労働省HP令和8年度「働き方改革推進支援助成金｣
労働時間短縮・年休促進支援ｺｰｽのご案内 参考

Ⅳ 助成金の活用 1.働き方改革推進支援助成金

2)労働時間短縮･年休促進支援コース3 一定の賃上げと割増賃金率の引き上げには加算あり

→ 年休の計画的付与の導入

→ 時間単位年休･特別休暇の導入
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資料出所 :厚生労働省HP令和8年度「働き方改革推進支援助成金｣
勤務間ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ導入ｺｰｽのご案内 参考

Ⅳ 助成金の活用 1.働き方改革推進支援助成金

3)勤務間インターバル導入コース1



成果目標と取組

→

Ⅳ 助成金の活用 1.働き方改革推進支援助成金

3)勤務間インターバル導入コース2

27資料出所 :厚生労働省HP令和8年度「働き方改革推進支援助成金｣勤務間ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ導入ｺｰｽのご案内 参考



Ⅳ 助成金の活用 1.働き方改革推進支援助成金

3)勤務間インターバル導入コース3

28

資料出所 :厚生労働省HP令和8年度「働き方改革推進支援助成
金｣勤務間ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ導入ｺｰｽのご案内 参考

一定の賃上げと割増賃金率の引き上げには加算あり



Ⅳ 助成金の活用

2.キャリアアップ助成金1

29

・非正規社員のキャリアアップ支援
・中小企業、大企業ともに対象

｢キャリアアップ助成金｣とは、有期雇用労働者、短時間労働者、派遣労働者等、非正規雇用 労働者の企業内
でのキャリアアップを促進するため、正社員化、処遇改善の取り組みを実施した事業主に対する助成制度

資料出所:厚生労働省HP 令和8年度ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ助成金のご案内 ﾘｰﾌﾚｯﾄ･ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ 参考



Ⅳ 助成金の活用 2.キャリアアップ助成金2

30資料出所:厚生労働省HP 令和8年度ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ助成金のご案内 ﾘｰﾌﾚｯﾄ･ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ 参考



キャリアアップ計画とは

・有期雇用労働者等のキャリアアップに向けた

取組を計画的に進めるため、今後のおおまか

な取組イメージ(対象者、目標、期間、

目標達成のために事業主が行う取組)

を予め記載したもの

・キャリアアップ計画書は、コース実施日の

前日までに労働局長に提出が必要

キャリアアップ計画書作成に当たって

・「キャリアアップ管理者」を決める

・３年以上５年以内の計画期間を定める

・対象者、目標、期間、目標達成するために

事業主が行う取組等を、活用するコースに

沿って記載･選択する

・有期雇用労働者等を含む事業所における

 「全ての労働者の代表」から意見を聴く等

Ⅳ 助成金の活用

2.キャリアアップ助成金3

31資料出所:厚生労働省HP 令和8年度ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ助成金のご案内 ﾘｰﾌﾚｯﾄ･ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ 参考



Ⅳ 助成金の活用

3.両立支援等助成金1

資料出所 :厚生労働省HP 両立支援等助成金のご案内 両立支援等助成金のご案内ﾘｰﾌﾚｯﾄ 参考 32

子育て世代や、親の介護世代等への支援

全６コース



Ⅳ 助成金の活用 3.両立支援等助成金2

資料出所:厚生労働省HP 両立支援等助成金のご案内 両立支援等助成金のご案内ﾘｰﾌﾚｯﾄ 参考
33

①研修、②相談窓口設置、③自社の育休取得の事例提供、

④制度と育休取得促進に関する方針の周知

支給対象は
・①は中小企業事業主
・②は特定事業主(業種問わず資本金3億以下or常用労働者300人以下)



資料出所 :厚生労働省HP 両立支援等助成金のご案内 両立支援等助成金のご案内ﾘｰﾌﾚｯﾄ 参考 34

Ⅳ 助成金の活用 3.両立支援等助成金3 支給対象は中小企業事業主



資料出所 :厚生労働省HP 両立支援等助成金のご案内 両立支援等助成金のご案内ﾘｰﾌﾚｯﾄ 参考 35

Ⅳ 助成金の活用 3.両立支援等助成金4 支給対象は中小企業事業主



Ⅳ 助成金の活用 3.両立支援等助成金5

資料出所 :厚生労働省HP両立支援等助成金のご案内 両立支援等助成金のご案内ﾘｰﾌﾚｯﾄ 36

対象事業主
・①②は企業規模の要件はなし
・③は特定事業主(業種問わず資本金3億円以下or常用労働者300人以下)



資料出所 :厚生労働省HP 両立支援等助成金のご案内 両立支援等助成金のご案内ﾘｰﾌﾚｯﾄ 参考 37

Ⅳ 助成金の活用 3.両立支援等助成金6 支給対象は中小企業事業主



資料出所 :厚生労働省HP 両立支援等助成金のご案内 両立支援等助成金のご案内ﾘｰﾌﾚｯﾄ 参考 38

Ⅳ 助成金の活用 3.両立支援等助成金7 支給対象は中小企業事業主



「特定事業主」の範囲

資料出所 :厚生労働省HP 両立支援等助成金のご案内 両立支援等助成金のご案内ﾘｰﾌﾚｯﾄ 参考 39

「中小企業事業主」の範囲

対象事業主
・ 雇用保険適用
事業所の事業主

・中小企業事業主

なおコースにより
・「特定事業主」
や「全事業主」
もあり

Ⅳ 助成金の活用 3.両立支援等助成金8

運送業

運送業



40資料出所 :厚生労働省HP 最低賃金引上げに向けた中小企業･小規模事業者への支援 生産性向上のﾋﾝﾄ 集R8.6  東京労働局PRESS REREASE R8.9.1 参考

業務改善助成金は、中小企業・小規模事業者が事業場内で最も低 い賃金（事業場内最低賃金）を50円以上引き
上げ、設備投資等を行った場合に、その投 資費用の一部を助成する制度です。
事業場内最低賃金の引上げ計画と設備投資等の計画を立てて申請いただき、交付決 定後に計画どおりに事業を

進め、事業の結果を報告いただくことにより、設備投資などに要した費用の一部が助成金として支給されます。
助成される金額は、生産性向上に資する設備投資等に要した費用に一定の助成率をかけた金額と助成上限額と比

較し、いずれか安い方の金額となります。

令和８年９月1日から令和８年９月３０日まで

・賃金引上げは、申請より後に行う必要あり
・地域別最低賃金の発効に対応して事業場内最低
賃金を引き上げる場合、申請後から発効日の
前日までに引き上げる必要があり

Ⅳ 助成金の活用

4.業務改善助成金1
・東京都地域別最低賃金は、令和8年10月1日
から1,280円に引き上げられました

本年度は終了



資料出所 :厚生労働省HP 最低賃金引上げに向けた中小企業･小規模事業者への支援 生産性向上のﾋﾝﾄ 集令和8年6月 参考 41

Ⅳ 助成金の活用 4.業務改善助成金2

貴社 労働局 貴社

貴社 労働局
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雇用管理制度・雇用環境整備助成コース

Ⅳ 助成金の活用 5.1)人材確保等支援助成金 雇用管理制度や業務負担軽減機器等の導入な
ど、雇用管理の改善を行い、離職率低下の目
標などを達成した場合に助成

資料出所 :厚生労働省HP 雇用関係助成金一覧人材確保等支援助成金(雇用管理制度･雇用環境整備助成ｺｰｽ)ﾘｰﾌﾚｯﾄ 参考
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雇用管理制度・雇用環境整備助成コース

Ⅳ 助成金の活用 5.1)人材確保等支援助成金

申請・お問い合わせ先

詳しい支給要件、手続きな
どの詳細について、ご不明
な点は、以下を参考にして
いただくか、最寄りの都道
府県労働局までお問い合わ
せください

資料出所 :厚生労働省HP 雇用関係助成金一覧人材確保等支援助成金(雇用管理制度･雇用環境整備助成ｺｰｽ)ﾘｰﾌﾚｯﾄ 参考
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Ⅳ 助成金の活用 5.2)人材開発支援助成金
人材育成支援コース

資料出所 :厚生労働省HP 雇用関係助成金一覧 人材開発支援助成金 人材育成支援ｺｰｽ概要ﾘｰﾌﾚｯﾄ 参考

事業主が雇用する労働者に対して、職務関連の専門的
知識や技能習得させるための訓練を実施した場合に、
訓練経費や訓練期間中の賃金の一部を助成する制度



45

Ⅳ 助成金の活用 5.2)人材開発支援助成金

人材育成支援コース
事業主が雇用する労働者に対して、その職務に関連した専門的な知識や技能を習得させるための訓
練を実施した場合に、訓練経費や訓練期間中の賃金の一部を助成する制度

資料出所 :厚生労働省HP 雇用関係助成金一覧 人材開発支援助成金 人材育成支援ｺｰｽ概要ﾘｰﾌﾚｯﾄ 参考

詳しい支給要件、手続きなどの詳細
について、ご不明な点は、厚生労働
省HPの案内等をご参照ください →



Ⅳ 助成金の活用

各種助成金等の手続きに当たっての留意点

助成対象や手続き等が各々異なるため、以下の点に留意して

進めましょう

・支給要綱をよく読んで内容を理解する

・支給要件の確認(自社が対象になるか)

・必要書類等の準備(計画書等、指定の書類揃えられるか等)

・申請の流れや申請の期限の確認(準備のための日程にムリはないか)

・申請後に、実施した・購入した等内容の証明の提出等が必要な

場合、それらの書類等の取得・保存(実施したこと等を示せるか)

・各手続き段階でのやること・期限を確認し、期限内に実施(指定

    期日内に手続き間に合うか)

・雇用関係助成金ポータルサイトでの電子申請利用の検討

・わからないことは遠慮せずに問合せ先に早めに確認しましょう

46



Ⅳ 助成金の活用

助成金の活用事例1

資料出所 :厚生労働省 最低賃金引上げに向けた中小企業･小規模事業者への支援事業 生産性向上のﾋﾝﾄ集 令和6年3月 参考 47



Ⅳ 助成金の活用

助成金の活用事例2

資料出所 :厚生労働省 最低賃金引上げに向けた中小企業･小規模事業者への支援事業 生産性向上のﾋﾝﾄ集 令和5年3月 参考 48



Ⅳ 助成金の活用

助成金の活用事例3

49資料出所 :厚生労働省 最低賃金引上げに向けた中小企業･小規模事業者への支援事業 生産性向上のﾋﾝﾄ集 令和5年3月 参考



Ⅳ 助成金の活用

助成金の活用事例4

50資料出所 :厚生労働省 最低賃金引上げに向けた中小企業･小規模事業者への支援事業 生産性向上のﾋﾝﾄ集 令和5年3月 参考



Ⅳ 助成金の活用

助成金の活用事例5

51資料出所 :厚生労働省 最低賃金引上げに向けた中小企業･小規模事業者への支援事業 生産性向上のﾋﾝﾄ集 令和5年3月 参考



※同協会では、その他にも各種助成事業を行っています

詳細は全日本トラック協会HP HOME > 会員の皆様へ > 助成制度 をご覧ください

助成金等 問合せ先

若年ドライバー等確保のための運転免許取得支援助成事業
・新採用した若年運転者等の特例教習の受講、準中型免許取得
及び外国免許切替講習の受講に対する支援

東京都トラック協会

インターンシップ導入促進支援事業
・会員事業者が「全日本トラック協会インターンシップサイト」に
登録した後、高等学校以上の教育機関からの依頼により３日間以
上など一定の要件に適合するインターンシップを受入れた中小
事業者に対し助成

(公社)全日本トラック協会

自家用燃料供給施設整備支援助成事業
・軽油専用タンク設置を伴う自家用燃料供給施設の新設、増設等
を行い、消防等より危険物取扱所の「完成検査済証の交付」を
受け支払いを完了した会員事業者等に助成

(公社)全日本トラック協会

自動点呼機器導入促進助成事業
・会員中小事業者が、(業務前・業務後)自動点呼機器を導入する場合、
導入費用の一部の助成

東京都トラック協会

Ⅳ 助成金の活用

その他助成金(トラック協会)

資料出所 :公益社団法人 全日本ﾄﾗｯｸ協会HP 助成制度 参考 52



本日の内容

はじめに

Ⅰ トラック業の働き方改革の背景

Ⅱ 時間外労働の上限規制に係る取組み事例

Ⅲ 人手不足の対応

Ⅳ 助成金の活用

おわりに

53



◆各助成金等に関するお問合せは、ご紹介した各ページに記載した連絡先へ
 その他「東京働き方改革推進支援センター」でも中小企業・小規模事業者からの働
き方改革に関するご相談・支援等を行っていますのでご利用ください

54

おわりに 各種支援相談・情報収集



おわりに
・トラック業を取り巻く経営環境は依然として厳しい状況が

続くが、企業の持続的な成長には、良質な人材の確保と

従業員の定着は必須

・本日ご紹介した、働き方改革に向けた取組事例や人材不足対策、

それを支援する助成金等を参考に、従業員が健康的でやりがい

をもてる働きやすい職場環境の整備を、できるところから

少しずつでも継続的に取組むことが大切

・その取組が、従業員のモチベーションアップ、良質な人材の

確保と定着、安全・安心な輸送サービスの提供、そして企業の

持続的な発展への好循環につながっていくことをお祈り

申し上げます

ご清聴ありがとうございました

■本日から一週間を目安にQRコードから
「アンケート」の回答にご協力よろしくお願いいたします
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